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【開催概要】 

名 称 ドッヂビーフェスタ ２０２４ in成蹊学園 

日 時 ２０２４年１月２８日（日曜日） 12：00～17：00   ＜当日 10～12時に準備＞ 

場 所 成蹊学園 大学体育館  〒180-8633 武蔵野市吉祥寺北町 3-3-1 

主 催 一般社団法人日本ドッヂビー協会 

協 力 成蹊学園 ／ 成蹊小学校 ／ 一般社団法人日本フライングディスク協会 

協 賛 文化シヤッター株式会社 ／ 株式会社クラブジュニア 

 

【募集概要】 

募集人数 ４0 ～ 96人を募集 ＜均等に４チームに分けて各１０～２４人想定＞ 結果８０人の申込み ＜１チームあたり、２０名＞ 

参加条件 小学生以上、年齢性別不問 

参加料金 年齢にかかわらず正味＠1,500円（税込／ｆｄｓｙｓシステム利用料は別途） 

 

【企画趣旨】 

これまで、成蹊学園で開催するイベントは「大会」と位置付け競技性を重視したもののみならず、講習や種目体験、親子での参加など、「ドッヂビーその

ものを楽しむ」ことを重視した内容で実施してまいりました。本イベントはコロナ禍を経て、2019 年以来 5 年ぶりの成蹊学園で開催されるイベントという

こともあり、「ドッヂビーそのものを楽しむ」という目的はそのままに、新たな試みを実施したものとなります。具体的には、日本ドッヂビー協会が定める公式

3 種目（「ディスクドッヂ」「ゴールドッヂ」「ドッヂディスタンス」）にこだわらず、「ドッヂビーを用いて行うパスのリレー」「ドッヂビーやフライングディスクに

関する○×クイズ」「ゴールドッヂ・デモンストレーションゲームのスコア予想」「ペアで行うドッヂディスタンス」「フリップチームチャンピオン決定戦」など、年

齢や性別、競技レベルの高低にかかわらず、ご参加いただく全ての方が楽しめる内容を考えました。いわばドッヂビーの運動会です。 

また、当日のチームについては、ドッヂビーを通じた新たな仲間の創出、普段なかなか話すことのない他チームの人との交流を期待して、普段ともにプレー

する同じチームの者同士ではなく、あえて「ごちゃ混ぜ」のチームとすることにし、各チームの連帯感を醸成する工夫として、４色（黒、青、黄、赤）で分けられ

たお揃いのドッヂビーTシャツを着用してプレーして頂きました。  以下、各種目について実施した順にしたがって、詳細をご紹介します。 
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【実施内容】 

「ディスクドッヂ 250」 

この種目は参加者の皆さ

んがすでにご存知のディス

クドッヂを公式 250 ディス

クで実施したものです。 

参加者の皆さんの仲もまだ

深まっていない段階です

ので、ルールがわかりやす

く、参加者同士の技能レ

ベルを把握しやすい種目

ということで実施しました。 

参加者の皆さんの緊張も

解ける様子が伺えました。 

 

 

「ドッヂビーリレー」 

この種目は四角形の頂点に参加者が立ち、時計回り・反時計回り・ディスクの変更など 

を行いながら、１分間に何回パスを通すことができるかを競う種目です。おそらく普段の 

練習でも最も行うことの多い「キャッチ&スロー」をいかに早く正確に行うかが問われる、 

基礎的な種目といえます。タイムを競う、キャッチをする人は１m しか動くことができない 

という緊張からミスも見られましたが、優勝した赤チームは素早く正確にパスを回し、 

基礎力に優れた様子が伺えました。 
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「○×クイズ」 

この種目はドッヂビーをはじめとするフライングディスクに 

関連する問題に対して○×で回答する種目です。 

フライングディスク競技のルールや豆知識を有している人は 

もちろんですが、勘の鋭い人が活躍できる種目です。 

 

日頃から DBJAの大会等に出場されている皆さんよりも、 

子どもの勘が冴え渡り得点を稼ぐ面白い展開が見られました。 

「ゴールドッヂ・デモンストレーションゲームのスコア予想」 

この種目は大人も子どもも、男性も女性も一緒になり高い競技性

を保つプレーが行われるゴールドッヂの大会に出場し活躍されて

いる選手を選抜し、お手本となるプレーを参加者に見てもらうこと

を目的に、ただ見てもらうだけでなく、両チームの合計得点数を予

想することでゲーム性を担保しました。 

 

ロングパスやローラーシュート、シュートスローの好セーブなど、 

ゴールドッヂの見所が存分に発揮されるゲームに皆さん、 

目を丸くして観戦する様子が印象的でした。 



5 

 

「ドッヂディスタンス」 

この種目は D B J A公式種目であるドッヂディスタンスをペア 

（スローを投げる人と、それをキャッチする人）で実施し、遠いエリア 

でキャッチした人が高得点を獲得できる種目です。 

スローワーにはキャッチしやすいスローを投げるスロー力、 

キャッチャーには脚力と落下地点を読む力、そしてそれぞれが息を 

合わせるコミュニケーション能力が求められる種目です。 

ここまでの 4 種目の合計得点が高いチームから順にプレーしましたが、多くの人が初めて実施する内容という

こともあり、前半チームはキャッチしやすいスローの選択や落下地点を読むことに苦戦する様子が伺えました。 

 

この種目で優勝した青チームは小学校低学年の子もキャッチしやすいスロー、 

そして低学年の子のナイスキャッチ、脚力のあるキャッチャーに対してのロングパス、と 

的確にスローを投げ分けることができていました。 

 

「フリップチームチャンピオン決定戦」 

この種目はディスクドッヂやゴールドッヂの試合前に行うフリップを 

チーム全員で、ひとりずつ勝ち残りで行う種目です。 

まさに誰もができる種目で、なかには６人抜き達成で最高の 

ガッツポーズを見せ、会場を大きく盛り上げた選手も 

いらっしゃいました。 

 

決勝戦は最後の一人までもつれる大接戦でしたが、優勝したのは黒チーム。見事な大逆転勝利でした。 
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「ディスクドッヂ 270」 

ディスクドッヂを公式 270ディスクで 

実施しました。 

最終種目ということもあり、チームの仲も深まり、 

チームメイトそれぞれの特徴を活かした 

ダイナミックなプレーが多く見られました。 

 

 

以上、7種目を実施しました結果、    

総得点 260ポイントでチームブルーが勝利。   

以降２位は 211、３位は 205、４位は 198 ポイントと   

僅差ながらブラック、レッド、イエローの順となりました。   

 

「デッドストック・ドッヂビーグッズ特別販売ブース」 

協会が所有するデッドストック備品を倉庫整理特価で大放出！！！ 

過去、大会で作成の参加賞等、通常販売されないドッヂビーの 

関連用品販売は総額で５万円以上の売上げと大盛況でした。 

 

当日の夜に YouTube にアップロードしたハイライト映像をご覧いただくと分かる通り、

たくさんの笑顔を見ることができました。 

（https://youtu.be/u_v0gx8khV8?si=3XmqXS4jSe0_ueI8） 

年齢や性別、競技レベルの高低にかかわらず、ご参加いただいた皆さんが 

「ドッヂビーそのものを楽しむ」ことができたのではないでしょうか。 

https://youtu.be/u_v0gx8khV8?si=3XmqXS4jSe0_ueI8
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初めての試みということもあり、当日の午前中にスタッフで 

リハーサルを行い、さまざまな変更を行いました。 

前日までの準備段階では想定できなかった当日の変更もあり、 

実際に一度検証を行うことの重要性を協会一同 

再確認することができたイベントでした。 

 

また、本イベントは競技性を高く保ち、優勝を狙ってもらうことが 

目的ではありませんでしたが、実質「ドッヂディスタンス」で 

順位が決定する得点設定となってしまったことについては 

今後の検討材料としなければなりません。 

 

最後に、本イベントにご協賛いただいた「文化シヤッター株式会社」様、「株式会社クラブジュニア」様、 

ご協力いただいた「成蹊学園」様、「成蹊小学校」様、「一般社団法人日本フライングディスク協会」様、 

そして「武蔵野市スポーツ推進委員」の皆様、 

ご参加いただいた皆様、 誠にありがとうございました。 


